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ORNL −TM −4017が 問い か ける残留放射線の 人体影響

本田　孝也 ’

Human 　Body　Influoncc　of 七hc　Residual　Radiation

　　　　　　which 　ORNL −TM −4017　Asks

Kouva 　Honda ＊

　ORNL −］〕M −4〔〕17 は 上972 年 に オーク リ ッ ジ 国 立研 究 所 で 作 成 され た テ クニ カ ル レ ポ
ートで あ

る，黒い 雨を浴 びた 被爆者 に つ い て ，急性症状を 分析 し，対照群 と比 較 した ．黒い 雨 を浴び た 群

で は 発熱， ド痢，脱 毛 な ど の 急 性症状 が 高率 に 認 め ら れ た，と報告 し て い る，201 ユ 年 3 月 11

「1，福 島 第
一
原 発 事 故 が 発生 ．放射 能 汚 染 の 恐怖 が 「1本 中 を 覆 う中，ORNL −TM −4017 は 偶然 イ

ン ターネ ッ ト上 か ら発見 され る．放 射線影 響研究所 （放影 研） は オ リジナ ル デ
ー

タか ら再現 を試

み，集 計 上 の 誤 りを指摘 した．しか し，同 時 に，放 影研が 13，〔）00 件 を超 え る被爆者の 黒 い 雨 デー

タ を保 有 して い る事 実 が 明 らか とな っ た．

　O 民DL
’
　1丿一TM −4017　wa ．呂 c 〔｝authored 　 in ユ972 ｝】t　Q 乱k　Ridge　Nati〔ma ！Laborat，（〕ry ，　This　papur

an “1｝・zed 　ac しLしe　symp しoms 　with 　respect 　to　A −bo 【nb 　survivol
’
b．1し reportcd 　h重gh 　incidcncc　of 　sucll

a ¢ utc 　sympto 皿 s　as　fe、ter ？diaTrhQE．and 　cpilatiDlk　among 　the 　grollp七hat　experienced 　bla．ck 　rain ．
「
11he　Radia七bn 　Effects　Researeh　Foundation （RERF ）attempte （I　t 〔， 1・eprodu 〔：e　tlLe　reslllts 　ba．sed

ou 　the　origiual 　data，　alld 　discovered　thaL　ca ！cula しi〔〕ns 　wcrc 　b〕 errQr ．　Simulta．neously ，　howcver、

it　was 　rcvcaled しhat　RERF 　is　holding　bladk−］’aliコ 〔lnt，a　on 　over ⊥3，〔〕00　til11
’
vivol

’
S　uf 　exp 〔）sul

・
e、

キー
ワ
ード； 原 爆，黒 い 雨，残 留 放射 線，脱 毛，寿命 調 査

1．　 は じめ に

　2011 年 3 月 に発生 した 福島第
一
原発事故を 契機 として ，低線量被曝の 人体影響 に対す る

関心 が急速に 高ま っ て い る．政府が ICRP の 勧告 （2〔〕〔〕7）を も とに
， 年間許容線量 の 目安

として 20mSv とい う数値 を公表 した と き， 日本中で 議論が沸騰 した． ど こ まで が 安全 で ，

どこ か らが危険なの か． 10〔〕IllSv 以下で は有意な発癌 リ ス クは確認 されな い
， とい う疫 学

的根拠 とな っ て い る の は，広島，長崎の 被爆者 12 万 人を対象 とした 寿命 調査 （LSS ： Life

Span　Study）で あ る．　 LSS 第 14報 ： （Ozasa　ct α1．（2012 ））に よれ ば
，

1950 年か ら 2〔〕03

年の 間に
， 既 に 対象者の 58％に あた る 86

，
611 人が 死亡 して い る．LSS は対象者数，期間 と

もに 世界最大の コ ホー ト研究で あるが，対象者の 被曝線量が 直接被曝線量 の み で計算され，

＊

本 山 内科医院 ：〒 85ユー〔）lt〕3長崎県長崎市巾里町 20 番地．
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残留放射線 の 影響 を考慮 して い な い 点 に つ い て
， 以前 か ら疑 問の 声が あ っ た．黒 い 雨を浴

びた 住民や入 市被爆者に脱毛や ド痢，出血傾向な ど の 急性症状が認め られ，原爆ぶ らぶ ら

病の よ うな慢性疾 患や癌が 多発 した とい う体験談は 多数あ る． しか し， 残留放射線 との因

果関係は 科学的に 証明 されて い な い ．

　そ の よ うな状況 の 巾，原爆投下直後に黒 い 雨を浴 びた被爆者の 急性症状 を分析 した オ
ー

ク リ ッ ジ国立研究所 （ORNL ）の テ ク ニ カ ル リポー
ト ORNL −TM −4017 （1972 年）が イ ン

ターネ ッ ト上か ら偶然発見され た ．そ して ，
これ を契機に

， 放射線影響研究所 （放影研）が

13，000件 を超 える被 爆者の 黒 い 雨 データを保有 して い る事実が 明 らか とな る．

2．　 間の瀬の黒い 雨

　長崎で は原爆 投下後 ， ゆ るやか な南西の 風 に の っ て 大量 の粉塵 が東方 に流れ た．当院は

爆心地か ら約 10Km の 地点にある．現在で も患者の
’
卜数は被爆者で あ る． 「空が 真 っ 黒に

な り， 太 陽が 赤 黒 く巾空 に浮 い て い た．空か ら灰や塵，ゴ ミが沢 山降 っ て きた 」 と当時 を

知 る 患者た ち は 口 をそ ろ え る．

　広 島で は原爆投下後，広範囲に黒 い 雨が 降 っ た こ とが知 られ て い るが ，長崎で は西 山地

区を除けば ， まとまっ た雨は 降ら なか っ た とされ て きた．た だ T 間の 瀬地 区か ら通院す る

患者 よ り， 原爆投下後 に 黒い 雨が 降 っ た こ と， 雨 の あ とに 髪 の毛 が ぬ けた こ とは以前か ら

聞 き知 っ て い た．そ こ で ，長崎県保険医協会で 問の 瀬地区の 黒い 雨 と脱毛に関す る調査を

企画 した．

3．　 聞き取 り調査

　間 の 瀬地 区は 爆心地か ら北 束約 7．5Kin にあ る lll間の 小集落で あ る （図 1）．原爆投下時

の 住 民数 約 320 名．ほ とん どが 農業 を営 み ， 黒 い 雨 を浴 びた米や 野菜 を食 べ て 生活 した．

井戸が な く，生活用水 は 小川の 水か 湧水 を利用 し て い た．

　聞き取 り調査は 2011 年 3 月 8 円よ り開始 した．長 崎束 部で 被爆 した当院 の 外 来患者に

対 し，原爆投下後 に雨が 降っ た か
， その 後脱毛が あ っ たか を診察 時に 問診 した．聞 き取 り

を始め て 3 冂後の 3 月 11 日，東関東大震災 ， 福島第
一

原発事故が発生 した．患者以外の

問の瀬地 区住民に対 して は，4 月 6 凵，間の瀬老人会の 集会で ア ン ケー ト用紙を配布 した ．

黒い 雨を 記憶 して い た住民 に は
， その 後個 別に 聞き取 りを行 っ た ．集計結果が 表 1 で あ る．

　本 人 に 脱 毛が あ っ たの は 14 名中 6 名 （43％）， 家族まで 含め る と脱毛の 率は 59名中 15

名 （25殉 で あ っ た ． これ に対 して ，隣接す る矢上，古賀，戸石 地 区で は 「脱毛あ り」 は

9．9 名中 3 名 （3％）で あ っ た．他 の 急性期症状 と して
， 下痢は 14 名中 3名 （21％），嘔気 は

14 名巾 2 名 （14％）で ，い ずれ も程度は軽 か っ た．

　間の 瀬 地区の 住民 の体験談を総合 す る と，雨 の 降 り姶め は 午前 11時 20 分頃．雨の 持続
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図 1　 黒 い 雨の 降っ た 西 山 地区，間の 瀬地 区の 位置、

は 20〜30分．雨の 色 は 黒 く， 雨の程度は
“

通 り雨
” “

に わか 雨
” “

小雨
”

とい う表現 か ら
“

夕

立 の ような
” “

全身が び っ しょ り濡れ る程度
” “

ザ
ー

ザ
ー”

まで ，雨を浴びた 地点で 異な る．

こ の 結果 を うけ，7 月 9 日広島大学原爆放射線医科学研究所の 星正治 らに よ り間の 瀬及び

近隣地 区の 土壌調査が実施 された．

4．　 黒い 雨と脱毛

　 間の 瀬地 区の 黒い 雨 は西 山地 区の 黒 い 雨 とほぼ同 時刻 に降 っ た．西 山地 区 に つ い て は

1945 年 10 月の 日米合同調査団の 調査に よ り高 い 放射線量が 計測され て い る （Pace 　et α1．

（1959））．原爆線量再評価 DS86 （1987）に よれ ば ， 黒 い 雨 に よる積算線量 は
， 広 島の 己斐 ，

高須地 区の 10 〜 30mGy に 対 し， 西山地 区で は 100〜 200　mGy と約 10倍 も高い ．西 山

地区の 住民の 体内か らは ホ
ー

ル ボディ
ー

カ ウ ン ター
に よ り原爆 由来の 放射性セ シ ウム が確

認 され （岡島他 （1970））， 長崎原爆残留放射能 プル トニ ウム 調査 で は ， 西山地 区 に他の地 区

と比 べ て 高い 濃度の プル トニ ウム が 検出 されて い る （岡島他 （1992））．西 山地区住民の 染色

体異常 （本田他 （1990））や 甲状腺結節の 増加 （Nagataki 　et　al．（1989））の 報告もある． しか

し， 原爆投下直後の 急性症状に関す る調査報告はみ あた らない ．

　長崎の 黒 い 雨 に つ い て の 学術的記録は少 な く， わずか に
， 残留放射能 で知 られ る西山四
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表 1　 間 の 瀬 地 区 住 民 か らの 聞 き取 り調 商結 果．

IIItll記 憶 な し　 uk
・不 明

丁目の 雨が あ る． こ の ほか
， 仁科博 1：の 『仁科ノ ー ト』 に

，

「長 崎　東 ノ方 二 雨 フ ル 　少シ

パ ラパ ラ何 レ ニ シ テ モ 　bomb −effect 」 と見え る程度で ある （長崎原爆戦災 史 （1977））．西

lll四 丁 目に つ い て は ， 日本学術研究会特別委員会学術調査 団に よ っ て 調査が 行われ ，

「
爆発

の 20 分 ば か り後に雨が 降っ た の で
， その 時 ， 放射性物質が 長崎市か ら巻 き上げられ た ほ こ

りと と もに，落下 した もの と思われ る」 との 報告が あ る （長崎原爆 戦災史 （1977））．

　広島で は
， 廣島管区気象台宇田技官の 「雨水の 泥塵が 強烈な放射能 を呈 し人体に 脱毛 ， 下

痢等の 毒性生理作用を示 し，魚類の 斃死浮上 を現 し，2，3 カ 月 も廣島西部地区の 十地に高

放射能性を留め る重要原因 とな っ た 」 と い う記録が 有名で あ る．系統的調査 と して は，広

島 市 と広 島県が 2008 年 に
， 黒 い 雨 を体験 した 1，844 人 の データを分析 した もの が ある （広

島市　原 爆体験 者等健康意識調査 （2010））．
「下痢 や脱毛 な どがあ っ た 」 と回答 した 人は

，

指定地域群 （大雨地域）で 16％，未指定地域群 （大 雨地域外）で 10％ と，比較対照群 （被

爆者健康手帳非所持者 で 黒い 雨休験 が無い 者）の 3％を上 回 っ た．
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Statistical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Statistioal 　Sooiety

ORNL −TM −40 ⊥7 黒 い 雨の 人体影響 107

5． ORNL −TM −4017

　黒 い 雨 と脱 毛 に 関 して 集 め た資料 を読み返 して い る と， 松浦他 （2002）の 論文の 中の 引

川 に 日が 止 まっ た ．
「オ ーク リッ ジ 国立研究所 （ORNL ）の rrr田 とジ ョ

ー
ン ズは

…
中略…彼

ら は フ ォ
ー

ル ア ウ トに さ らされ た グル ープに 対 して 最 も高い 発 現率 68．48％の 脱毛 を見 出

した 」 他 にな い 高 い 脱毛率で あ る．い っ た い
， どの よ うな論文 だろ う ， と参考文献 をた よ

りに，タイ トル をイ ン ターネ ッ トで 検索す る と
，

あ っ さ りヒ ッ ト して 全 文を ダウ ン ロ
ー ド

す る こ とがで きた．
“
An 　examination 　of　A −bomb 　survivors 　cxposcd 　to　fallollt　rain 　alld 　a

coIIlparisoll 　to　a　siIllilar 　control 　population
”

　掲載され て い た の は米国の 民間の サバ イバ ル 系サイ トだ っ た ．原文は 米国 エ ネル ギー省

の ライ ブラ リ
ー

の 中に，Report 　Niunber （s）： ORNL −TM −401Z 　 Resource　Type ： Technical

Repc ）rt として 保管 されて い る （Yamada 　and 　Jones （1972））．学術論文で は な く
，
ORNL の

テ クニ カル リポー 1・で あ る．ORNL に保存 されて い た ABCC の遮蔽調査の マ イ クロ フ ィ

ル ム と ABCC 　magnetic 　tape　records （コ ン ピ ュ
ータ リス ト）を もとに ， 黒い 雨 を浴びた被

爆者の 急性症状を 対照群 と比較 して い る．広島の 爆心地か ら 1
，
600 皿 よ り遠方 で 被爆 し，

少 しで も黒い 雨を浴びた 287 人 （マ イ ク ロ フ ィ ル ム 222 人， コ ン ピ ュ
ータ リ ス ト 65 人）の

うち，被曝線量が 20　rad 未満の 236 人が 黒い 雨の コ ホ ー ト群 と され た．対照群 として ，爆

心地か ら 1，600m よ り遠方で の
， 広 島南東部地区で被爆 した 16，045名が選 ばれ た．長 rl碕に

つ い て は，ABCC コ ン ピ ュ
ータ リス トの 検索に よ り黒 い 雨 を浴 びた 82人 が得 られた の み

で ，遮蔽調査 の マ イ ク ロ フ ィ ル ム か ら選択された ケー
ス は なか っ たた め，分析は広島の 被

爆者 に つ い て の み行 われ た．なお ， 被曝線量 は 当時用 い られて い た暫定線量 T65D に よ り

計算されて い る．

6． 黒 い雨群の急性症状

　急性症状 は，発熱，下痢，血 便な ど の 小 症状 と，歯肉出血 ，紫斑 ，脱毛 な ど の 大症状

に つ い て 分析 され ， さ らに
， 発症期 間 に よる分類 ， 脱 毛に つ い て は 軽度 （1／4 未 満）， 中

等度 （114〜3／4）， 重度 （3／4 超 ）と程 度に よ る分 類 も試 み られて い る．表 2 は oRNL −

TM −40／7 の Tab ！e　2．　 Spcci　fic　Ra ．dia．tlou　Symptoms 　versus 　lniしia1　Exposure 　for　 tcBlack ”

Rain　Survivors，と Tablc　7．　Specl｛ic　Radia．tion　Symptoms 　versus 　Initial　Exposure　for　thc

Control　PoPulati（）11 よ り作成 した もの で あ る．発症期間 21 日以内に 限 っ て み て も， 小症状

の 発熱 （13．56％），下痢 （16．53％），血便 （5．51％）は高率で ある．大症状の 中で は ，脱毛 の

軽度 （60．17％）が 突出 して 高い ．脱毛全体で は 68．48％となる． これ に対 して対照群で は軽

度脱毛が 4．03％，脱毛全体 で 4．51％，それ以外 の 大症状 ， 小症状 は い ずれ も 2％未満 とな っ

て い る． また，lrad 未満，110 　rads ，1020 　rads と線量別 に も比較を行 っ て い るが ， 区分

に よる急性症状 の発現率 に大 きな差異 は認め られて い ない ．　 Hiroaki　Yamada も，「個 々

N 工工
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　 　 表 2　 0RNL −IM ．4017 よ り急性症状の 抜粋，

A「i］／01’Syrnptou1呂　　　　　　　　　　　　　　　　black　raill 　　　　　coll し1
’
ul

Fever

　 Oecurred　 w，ithin　21　davs

　 Occurrcd　 w，iLhin　22−60　davs

　 OtherD

玉arrhea （nonblOody ）

　 Occurred　、viLhi11 　21　〔Lays

　 （）CcUI
’
led 　 vviLl 上ill　22 　60　davs

　 OtherDiarr

！lea 〔bloodきり

　 Occul’red 　wi し1⊥11121　days

　 O じCUI
・
led 　 wi しllil122　（沿 davs

　 c）Lller

32　　　〔13．56％）　　　　　212 　　（1．32％）

15　　　　（6．35t｛）　　　　　　65　　　（O．40％）

1S9窒1
　　　　　　　　　　⊥5，769

‡ 2

39　　　（16．539／c）　　　　　122　　（〔〕．76％）

12　　　（5．08％）　　　　　　53　　（0．33％）

185 ＊ 1
　　　　　　　　　　 15，870

＊L，

13　 （5、51暫そ）　　 37　 （0．23％）

　7　　　（2．97ウ6）　　　　　　18 　　（0．11％）

21吐i
瓦1
　　　　　　　　　　1J「　，9tjo

＊2

Maj （，r　Sylnl）tOIlls blaCk 　I
’
aill　　　　　　control

Epilation

　Slight　（le8s　than　　l！
・1）

　A．工o 〔lel．ate （114　t〔｝ 3〆4｝

　Severe（・U ・ re　thaii　314）

　 Preseエよt．　but　de呂ree ．　dote　of　UIIset 　uuklluWI1

　 （：）tllc1・

上42　　（60．17％）　　　　 646　　（4．03％ ）

13　　　（tn、51％）　　　　　　47　　（〔〕．29％）

2　　　　（0，85％）　　　　　　2〔」　　（U．12
〔

｝も）

5　　　（2，エユe
／u）　　　　　12 　　ビ0．07咳D

74潟3　　　　　　　　　　　15，32〔］
’L」

’ li
・icl・des　 ［t… 一

・・・・・… ence ・f・｝
・
1・lpt ・ ll・，

’ 2includes
　noll −o 〔〕currellce 〔っf　s｝

・lnP 吐，cml 　a、nd 〆or 〔luestiol1乱ble．

卞需illcludes　llOIL−〔X ：C／111
’
1
’
ellC／e　Of　el）ilati｛）n　alid ／Oi

・
　⊂IUestiOilable．

の 比 の い くつ か は信頼性が 高 くない 冂∫能性が ある もの の
， 傾向は明確 に示 され た ．また

，

発熱 （13．56％）， 下痢 （22．04％）， 脱毛 （68．64％）は
，

か な り正 確で あ る と考え られ る」 と

考察 して い る．

　 こ れ らの 結 果 は
， 間 の瀬地区 の聞 き取 り調査結果 と比較 して も違和 感 は な い ，む しろ，

何故 ， 今 まで こ の レ ポー トが専 門家 の 問で議論 されて こ なか っ たの かが不思議 だ っ た．残

留放 射線の 人体影響が 争点 とな っ た一
連の 原爆症認定訴訟の 証拠 と して も提出され て い な

い ．放影研に問い 含わせ る と，す ぐに は わか らない の で 調査する， との 返事で あっ た ，

7． 遮蔽調査

　1 ヶ 月後 ， 放影 研 よ り 「オ リジナ ル データよ り再現 を試み ，対照群 16
，
045 人 に つ い て ，

うま く再現す る こ とが で きた ．そ の 結果，脱毛の 発生 率，対照群 に 集計 Eの 誤 りが あ るこ

とが わ か っ た 」 と の 連絡が あり， 10 月 20 口，長崎放影研で 詳 し い 説明 を受けた．著者の

Hiroaki　Yan〕ada すなわ ち山田広明は ABCC の 調査 員で ， 1972年に ORNL に 出向して い
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る時に T ．D ．　Jonesと共著で ま とめ た の が ORNL −TM −4017 で あ る．

　黒い 雨の 情報源 と して用 い られた遮蔽調査 とは
， 被爆時の原爆か らの遮蔽状況 に関す る詳

細な面接調査で ，1954 〜 65 年に広島 20
，
356 人 ， 長崎で 8，373 人 に行わ れた ．広島 ・長崎 と

もにお お むね被爆地点が 20〔｝〔〕m 以内を 目途 として行われ たが ，広島で は 1600m 〜 2000　m

で は
一

部の対象者に とどま り，

一方で 両市 とも， 20〔｝Om 以遠 の
一

部の被爆者に つ い て も行

われた （2000 〜 2500　m 未満が 981人 ，
2500m 以遠が 168 人）． こ の うち ，

1958 年頃 まで

使用 されて い た 調査票に は 「雨」 に関す る質問項 日 「RAIN ： （When ，　Where ，　What 　killd，

How 　long
，
　etc ）（自由記載 3 行）」 が あるが，1958 年 9 月に変吏され た様式で は削除されて

い る （放射線影響研究所 （2011））． 1972年 当時，ORNL に は，遮蔽調査 の マ イ ク ロ フ ィ ル

ム の コ ピー （広 島 11
，
915件 ， 長崎 2，046件 ）があ り， 山田は

，
こ の 中か ら黒 い 雨 を浴 びた

222 人を選び出 した ．

8． 基 本調査 票 （MSQ ｝

　遮蔽調査は 急性症状を聞い て い な い た め，急性症状を 知 るた め に は， ど うして も，基本

調査 票 （Master　sample　Quest，ionnaire ：MsQ ）の 情報が 必要 とな る．　 MsQ は， 195｛〕年

の 国勢調 査附帯調査 に お い て 広 島長崎で被 爆 した と回答 した全 国約 28 万 人の うち ，
1950

年当時 に 広島 ・長崎の い ずれか に 居住 して い た約 20 万人 を対象に 1956〜61 年に 実施 され ，

その 後の 調査の 基本情報 として用 い られ て い る もの で ある．寿命調脊 （LSS）集団は 上 記

20万 人か ら約 93
，
000 人，原爆時市 内不在者 （NIC ）か ら約 27

，
000人 の 計 12 万人か らな

り， MSQ 調査 は後者 に つ い て も実施 された ．こ の ほか個人線量 の 計算が 行われた胎 内被爆

者の 親や被爆二 世調査対象者の 親 ， 過去に行われ た さ まざ まな遺伝学的調査の 対象者な ど

に つ い て も相当数の MSQ が 作成 され た ． これ らすべ て の 経緯で作成 された MSQ の 総数

は広島約 138
，
000 人 ， 長崎約 23、OOO人 の ／／t約 161，000人 とされて い る （放 射線影響研究所

（2011））．

　MSQ の 情報 と遮蔽 盾報をデ
ー

タベ ー
ス 化 され た もの が T65D マ ス タ

ー
テ

ープ と呼ばれ ，

0RNL −TM −・1017 に 出て くる ABCC 　n 〕agne 七ic　tape　rec ：ords （広島 75
，
100 人 ， 長崎 2・1

，
900

人）が こ れに相当す る．「［1田は ，こ の 中か ら新 た に 黒 い 雨 を浴び た 65 人 と対照9￥　16
，
045

人 を選び 出す と ともに ，個 々 の 被 曝線 量 ， 急性症 状の 情報を得 た．

9．　 対照群デ ータ再現

　放影研は 現存す る MSQ の デ
ー

タ よ り，爆心地か ら の 距離 と，米軍が 使川 した ア
ー

ミ イ

マ ッ プの 座標記録 をもとに，対照群 16
，
045 人の再現 に成功 した．表 3 はその 中の脱毛 に 関

す る部分で ある．全体の 数字だけで な く， slight ，
　 modera もe ，

　 severc ，
　 other 各脱毛程度の

数値 （表 2） ともぴ っ た り
一

致す る．
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表 3　 0RNL −TM −4017 対照 群の 再現 （放 影 研 作成）．

Dist＞1600mJDIOO3 ．epilatlo口内訳

TotaI0 −5％　　 6−25％ 26冊50％ 151卩75％ 76−100％
degree　 　 。 nset

nk 　　　　 unk 昌own

　　　　　　　　No−info
No−info

16．045590 　　　　 56 45　 1　 2
　 　 　 　 　 1

20 0　 　　 　 　 12 205　 　 　 15，115

TotaI Slight Moderate Severe Unkrlown Other

161045 646 嬉7 20 12 15、320

O　　　　　No　epilation 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　0ccurrence 　questio降able

l　　　SIlght　epilation （less　than　1／4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　No　information　o冂 TD ＃1006

2　　　Moderate　epilation （more 　than　1／4　but　Iess　than　2／3）　　　　　　　　　　 8　　 Essentially　non
−
exposed

3　　　 Sever 　epllatlon （2／3　and 　over ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　 No 　TD ＃韮006

4　　　Present，　but　de菖ree 　of 　epilation 　unknown

5　　　present　i門 some 　d巴gr巳e，　but　date　of　onset 　is　unknewn 　questbnable

　T65D マ ス ターテープの 脱毛デ
ー

タに は ， 0−5％， 6−25％ ，
26−50％， 51− 75％ ，

76− 100％ と

5 段階に分かれた脱毛分類 1 （epilation ）と， 脱毛な し，1／4 未満，1／4〜 2／3，2／3以上 と 4段

階に分かれた脱 毛分 類 2 （epilation2 ）の 2 種類の分類が ある．放影研に よる脱毛に関す る

論文の 多くは脱毛分類 2 が 用 い られて い るが （Stram　eオαi，（1989），
Preston　e抱 奴 1998）），

放影研が提供す る，寿命調査第 11報 ：死 亡率お よび急性影響データセ ッ トに は ， 重度脱毛

（頭髪の 75％以上脱毛）との 記載が あ り，用 い られて い るの は脱毛分類 1で あ るらしい ．

　山田が用い たの は脱毛分類 1 だ っ た ． と こ ろが，脱毛分類 1 に は 0 （脱 毛な し）とい う区

分が ない ．0−5％の 中に 0 （脱毛な し）が含 まれ る に もか か わ らず ， Slight（less　than 　1／4）

の カ テ ゴ リ
ー

の 中に，表 3 の 0− 5％を加 えて しまっ た結果，実際以上 に脱毛率が高 くでて し

ま っ た。念の ため に，放影研 で o−5％の 中か ら MSQ の 原本 50 件 を ラ ン ダム に確認 した と

こ ろ ， す べ て 0 （脱毛な し）だ っ た
，

と の 説明で あ っ た，黒 い 雨群の 脱毛率が 68．64％ と異常

に高い の も，同様の理 由 と考え られ る． さ らに
， 表 3 に示す よ うに，LLr田が 用い た ABCC

magne 七ic　tape　records の 〇七herの カテ ゴ リー中の ほ とん どは ，　 No −info（＃411）すな わ

ち ， 遮蔽調査な し，
の 人で構成 されて い る こ とが再現 データよ り明 らか に な っ た．No −info

（＃411）の カ テ ゴ リーに含 まれ る 11
，
591人 を脱毛分類 2 （epilation2 ）で 分類する と ， 脱毛

あ りの 人 （区分 1〜5）196 人が 含 まれ て い るこ とが わ か る． こ れ は，脱毛症状だ けで はな

く，全て の コ ン トロ
ール テ ーブル の 急性症状の 分類も同一

で ，Other の ほ とん どが ， 実際

に は症状 の あ っ た 人 を含む No −info （＃411）で あ っ た た め ， 対照群の 急性症状の 発現率が

極端に低 くで て しまっ た．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Statistical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Statistioal 　Sooiety

ORXL −TM ．4017 黒 い 雨 の 人体影 響 111

　　　　　　表 4　LSS 対 象者一遮蔽調 査 あ り 一＞ 16〔〕〔）m −epilat ．ion 内訳 （放影研作成），

1、LSS 対 象 者一SH あ り一Dist ＞ 16〔〕O　III一黒 い 雨 　x　TD 　10｛〕3−opilatiou 内訳 （TD ／〔，03　T65D マ ス タ
ーテ ー

プ）

者「‘li∫ 黒 い 雨 Tota．］ 0−5％ 6−2濃． 26−5幌 5上 75％ 76−100 ％ UIIk川 ｝WI1Ollsotu

エェk工瓦ow 馳

No 　 infoNO
　lnf 〔｝

（詳411〕

No −in止
’
o2 ．3341 、29099 8D 4 34 14 813

広島
No2 、12SL28179 51 6 25 7 679

距 51 ．1897293124 12 7 3呂2 ⊥

UnknDWD125756 7 1 1 35

No 　 in「
’
o4542238 18 1 2 1 15 185

長Ill奇
No2 ．271IJ3659 5〔〕 零 9 3 36 970 1

Ye 需 呂949 コ 1 1 1 34

UIlkn｛，wn69243 4 6 31

T 〔〕t｝Ll 8．6554 、8〔17291234 21 83 1 873 、1292

　　　　　　 表 5　 「、SS 対象者．遮蔽調査あ り一＞ 1600　m −epilatiou21 ノ」訳 （放 影研 作成），

2．LS＄対象者一SHあり一Dist＞1600m一黒い 雨 xTD1003 −epilati。n2 内訳 （TDIOO3　 T65D マ スタ
ー

テ
ープ）

Epilation

都市 黒い 雨 TotaI0 12 3 4 5 6 7 9

No −［nfo2 β342 ，04494 フ234 2 21 3 64

No 2」281 ．931765828 1 23 2 9
広 島

Yes 1，1891 ．紛 6282812 1D 2 3

Unknown1251104 5 2 2 董 1

No−info4544009 准8 3 1 6 4 12 1

No 2，2712 」05675013 i7 17 2
長崎

Yes 89 33 3 2 1

Unknown68 57 24 1 2 1 1

Total 8β587 、83628323594 4 81 31 go 4

012345No 　epi ［ation

Slight　epilation 　（less　than　1／4）

Moderate 　epilatlon （more 　than　1／4　but 】ess 　than 　2／3）

Sever　epilation （2／3　and 　over ）

Present，　but　degree　 of 　epi］ation 　 unknown

present　in　 some 　degree、　but　date　of 　onset 　ls　unknowm 　questionable

6

フ

89

Occurrence 　questionable

No　informatlon　on 　TD＃1006

Essentlally　non −exposed

No 　TD ＃1006

10．　 黒い雨群の 再現

　山田が使用 した ABCC 　IIIaglletic 　tape 　records は 現存 して お らず ， 黒い 雨群 236 人の 再現

は 出来なか っ た．そ こ で ，T65D マ ス タ
ー

テ
ープか ら，　LSS 対象者の うち，遮蔽調査が あ り，

1600m よ り遠距離で被爆 した人 に っ い て，黒 い 雨 の 有無 か ら脱 毛の 発 現率 を分析 した もの

が表 4及 び表 5 で あ る、表 4 は脱毛分類 1 （epilation ）を ， 表 5 は脱毛分類 2 （epila
’tion2）

を用 い て い る．

遮 蔽調査 は お お むね被爆地 点が 2000111 以内を 口途 として 行 われ て い る の で ，広島の 場
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図 2　 0RNL −TM −4017 の 黒 い 雨 群 と対照 群 の 地 域．

合 ， 表 4， 表 5 は 図 2 の よ うに爆心地 か ら ］600〜20UOm の ドー
ナ ツ状の 地帯で被爆 した

D
「
　
，
776人 が対 象 とな る．表 5 を もとに脱毛率を計算す ると

， 黒い 雨 Yes の 1
，
189 人 中，脱毛

あ り （区分 1〜5）は 78 人 （656 ％），黒い 雨 No の 2．128 人 中，脱毛あ りは 186 人 （8．74％）

と有意差 は認め られなか っ た．黒 い 雨 Yes の 1
，
189人中 ，　 Sliglit軽度脱毛 （1／4 未満）は 表

5 で は 28 人で あ るが
， 表 4 で は

， 0− 5％は 729人 ， 6−25％が 34人 とな っ て い る． こ の こ と

か らも， 脱毛分類 1 （epilation ）の 05 ％の ほ とん どが
， 0 （脱毛な し）で 占め られ る こ と

が 裏付け られ る．

　表 4 の 脱 毛分類 1 （epilation ）の Slightを 6− 25％，　 M 。derateを 26−75％，　 Severを 76

100％ として ， 表 5 の 脱 毛分類 2 （epjlatj 。n2 ）と比較 す る と， 各々 の 区分 で数値 は近似す る

もの の ，微妙に異な っ て い る．脱毛分類 1 が何 に対す る％なの か （抜けた髪の 量か ，面積

か ）， 脱毛分類 2 とど の よ うに違 うの か放影研 に尋ね た が ， 今 とな っ て は分か らな い との こ

とで あっ た．
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11 ．　 間違い は何故おこ っ たか

　 山田は ORNL −TM −4017 を作成 した 1972年 当時，　 ABCC の遮 蔽調査部に所属 して い た．

渡米前は広 島の 黒 い 雨に つ い て 熱心 に 調 べ て い た とい う．1974年 ， ABCC 調査課長 と し

て 在米被爆者の 実態調査の ため再度渡米．1976 年の 広島，長崎の 残留放射能調査 （厚生省

調査研 究委託費に よる）に は班員 として 参加 し，DS86 作成の 冂本国厚生省原爆放射線量研

究チーム の メ ン バ ー
で もある． 1986年没

　脱毛率が 過大 に計算 された の は
， 使用 した ABCC 　Inaglletic 　tape　records の 中 に，脱毛

分類 1 （epilation ） しか 含 まれて い なか っ た た め
， それ を使用せ ざるを得 なか っ た ため と推

定 され る． それで も黒 い 雨群 の 68．48％とい う脱毛率に疑問を感 じなか っ た の は
， 遮蔽調査

の かた わ ら住 民か ら聞 き取 っ た体．験談の 記憶 と矛盾が なか っ たため で はなか ろ うか ．

　当時の コ ン ピ ュ
ータに は キーボー ドは な く，

パ ン チカ ー ドで 入力 し， 磁気 テ
ープに 記録

す る方式で ，処理 能力，記憶容量 とも現在の コ ン ピ ュ
ータ とは比較に な らない 位，劣 っ て

い た．急性症状が 遮蔽調査の 対象者に 限っ て 入力され （お そ ら く優先的に），対照群 16
，
045

人の Other の ほ とん どが ，
　 No −illfo（＃411）すなわち，遮蔽調査 な し，の 人で 構成 されて

い る とい う情報 は ORNL に い た山田 は知 り得 なか っ たの で あ ろ う。

12．　 復元 データの 検証

　放影研 の 再現 デ ー
タ （表 3）よ り ORNL −TM −40／7 の 対照群 の 脱毛率 を 計算す る。

Dist＞ 1600　m ．TD1003 ．epilation 内訳の 6−25％か ら 76− 100％ と ，
　 onset 　 unknown の 人数

に No− info （＃411）．epilation2 内訳 の 区分 1 か ら 5 まで の 人 数を合計 す る と 331 人 ， 全体

16，045人 に対 して 2．06％ とな る． これ は
， 長 崎の 被爆地域 指定外地 区で 行 われた ア ン ケー

ト調査 （原子爆弾被爆未指定地域証言調査報告書 （2000））の 脱毛率 2．4％に近 い ．

　次 に表 2，表 5 よ り ORNL −TM −4017 の黒 い 雨群の 大 まかな脱毛率を計算す る．表 2 の

Epilation，　 Slight　142 件 中の
， （0−5％）の 脱 毛者 は O件 と仮定 す る． （6−25％の 人数）を

（2675 ％の 人数）か ら推定す る．表 4 の 広島，黒い 雨 Yes の （625 ％の 人数）／（2675 ％の 人

数）は 34124 ＝ 1．4． oRNL −TM −4017 の 黒い 雨群の （26−75％）は 13 人なの で ， （6−25％の 人

数）＝ 13x1 ．4 ＝ 18 人。脱毛者数 ＝ Slight（18）＋ Moderate （13）＋ Severe（2）＋ present ，

but　degree，　dat・e　of 　ong．　et　unkno “ Tn （5）＝38 人 ， 全体が 236 件なの で
， 脱毛率は 16％と

な る．

　黒 い 雨群は遮蔽調査 の マ イク ロ フ ィ ル ム か ら作成 されて お り， Other に No −illfo（尭411 ）は

含 まれて い ない た め ， 脱毛を除 く急性症状 の発現率は
， その まま評価 で きる．発熱 13．56％ ，

下痢 16．53％，
m硬 5．51％は

， 対照群が な くて も 1’分高い 率 と い える， これ らの 数字は
，
2008

年に広島で 行われ た黒い 雨に 関す る聞き取 り調査で の 「大雨地域で の ，下痢，脱毛など の

急性期症状の 発現率 16％ 」 と奇 し くも一致 す る． しか し，抽出され た黒 い 雨群 は 236人 と
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少 な く， 急性症状 と の 因果関係を立 証す る に は 不十分 で ある ．ORNL −TM −4017 は
， 黒 い

雨に よる残留放射線が急性症状の 原因 とな っ た 可能性を示唆す る もの で あ り，黒い 雨が 人

体に及 ぼす影響は極め て少な い とい う従来の 考え方を覆す可能性を示 した レポー
トと して

意義が 人 きい ．

　山 田が ，急性症状の 発生機序 と して β線被曝を あげて い る の も興味深い ．長崎で は原爆

投
．
ドの 8 月 9 日よ り9 月 2 目まで は晴犬が 続 き ，

一
滴の雨 も降らなか っ た．閔の 瀬地 区の

脱毛 の 多 くが ユ〜2週 間後 に発生 し， 程度が軽 度で あ り， 農作業の 従事す る小学生以 上 に起

こ っ て い る．農耕機 もない 当時，夏場の 水川で は腰 をか が め て雑草を とる．髪 に は黒 い 雨

が 降 っ た水N の 泥や 水が 付着 ， 乾燥 し ， 髪を洗 う水 もまた ， 黒 い 雨 を浴びた 小川の 水 あ る

い は湧水 で あ っ た ．付着 した 放射 1生物質 か ら発す る 8 線が 毛根 を障害 し脱 毛を起 こ した ，

とい う仮 説 も成 り立 つ ように 思われ る．その 場合 ， 頭皮の 皮膚被曝線量 は それ ほ ど高い も

の で は な く， 数 10111Sv レ ベ ル の 範囲だ っ た と推定され る．

13 ． MSQ の 黒 い雨情報

　MSQ に は
，

「雨」 に 関する質問項 目と して
，

「Was 　persoll　callght 　ill　FallouしRain ？ （原

爆直後雨二 逢イ マ シ タ カ ？）：Yes
，
　No

，
　Unknown 」 と

「Where （場所 ）： （自由記載 1 マ ス ）

が あ る （図 3）。放影研に よれば ，
こ の 黒い 雨情報 に つ い て は 2007年頃 よ り入力 を開始 し，
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図 4 　Ma 』ter　Sample 　Questionnairc，： MgQ の 2 ペ ージ よ り．

LSS 対象者 12 万人の うち， 13
，
122 人が 「雨」 に逢 っ た （広島 12

，
269，長 崎 853），57

，
183

人が逢 っ て い ない
，

2，085 人が 不明 と回答 し，47
，
931 人 は無 回答だ っ た．また ， LSS 対象

者の うち の 原爆時市内不在者 （NIC ）の ほ とん どは 無回答だ っ た ．　 LSS 以外の 各種調査対

象者で は，現在データ吏新が 済んで い る広 島の 22．561人の うち 2β64 人，長崎の 4
，
653 人

の うち 51 人が 「雨 」 に逢 っ た と回答 した （放 射線影 響研究所 （2011））。 さ ら に
， MSQ で は

急性症状 に つ い て もた ずね て い る．症状は，発熱，全身倦 怠，嘔吐 ， 悪心，食欲 不振，下

痢，血便，咽喉痛，［内痛 ， 歯肉痛 ， 歯肉出血 ， 斑点 出血 ， その 他の 出血，脱毛，と多岐 に

わ た り，症状が始 まっ た 日 ， 期間， 程度 と
， 内容 も詳細で ある （図 4）．

　2011年 12 月 20 日，黒 い 雨の 地点図が 公開された ．爆心地 に近 い 被爆者が 対象 と して 多

い た め
， 爆心地 に偏 っ て い るが，既 に 知 られて い る宇田雨域 （宇田 （1953））よ り広範で あ

り，増田雨域 （増 田 （1989））， 大瀧雨域 （Ohtaki （2011））に近 い （図 5）．　 MSQ の黒 い 雨情

報は ようや く入力が 完了 した ばか りで ，詳細な解 析は 行われて い ない ．

14． promote の選択

　未 解析 情報は MSQ の 黒い 雨1青報だけで は ない ．遮蔽調査 に 記 録 された 黒 い 雨 に 関す る

詳細データは 末だ データベ ース 化 され て い な い ．Perterson（1983）は 広島の 爆心 地 の 西方

で 癌死亡 率が 著 し く高か っ た こ とを報 告 し，Tonda 　ct 　al ．（2011）は広 島の被爆 者死亡危険
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　 　 　 　 　 　 　 　 図 5　 黒 い 雨 の 回答地 点一LSS と宇田，増田，大瀧雨域．

度は北西側が 高い こ とを示 した．い ずれ も黒い 雨 の雨域 の方角で ある．黒い 雨の み な らず，

入市被爆 に つ い て も不明の 点が 多い ．IIIlallaka　et　a，Z．（2011））は
， 早期入直者 4 人の 行動履

歴か ら被曝線量 と急性 症状 との 関連 の解析を試 み，急件症状の 発現 閾値が 縮小さ れ る可能

性を示 し て い る．

　LSS の対 象 12 万人の 中に は広島，長崎あわせ て
，
4，919 人の 早期入市者 ， 21

，
961人の後期

入 市者が含 まれ る （放射線影響研究所 （2008））．MSQ に は，　 Datc　of　Entry （入市何月 日），

Period （期間），
　 Area （地域 ）な ど， 入 市に関する情報 も記録され て い る．さ らに，被爆状

況 に つ い て ，Res，　Rad （残存放射），　 N 。t　Exp （非被爆〉，
　 Unk （不 明） とい う項 目もある

（図 3）． これ は ， MSQ の 調査票を設計 した 時点で ，　 ABCC は Res．．Rad ， す なわ ち Residllal

radiation （残留放射線）に 注 目して い た こ とを示 して い るの で は なか ろうか ．

　ORNL −TM −4017の Abstractは
，

“

represents 　an 　attempt 　to　est・ablish 　conclug ．　ions　which

would 　either 　promote 　or　discourage　more 　detaiied　analy5cs
”

と結 ばれて い る．あえて 邦

訳すれ ぼ
，

「
そ れ を詳 し く分析す るこ とが 推奨され るの か ， され ない の か ， 本文書 は ， その

結論を確立 しようした試み で もあ る 」．disco1・rage に は 「思 い と どま る」 とい う意味 もあ る．

1972 年，ABCC の 選択 は discourage．　 ORNL −TM −4017 は再検証 され る こ とな く，山田自

身が DS86 の 作成 メ ン バ ー
で ありなが ら，

　 DS86 に も反 映 されて い ない ．そ して ，
　 DS86 に

代 わ る新 しい 線量推定方式 として 誕生 した DSO2 に は，残留放射線の 章 自体が存在 しない ．
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LSS に は，対象者の 癌の 発生率や死因を含め た，60年問の 膨大 な情報 の 蓄積が 存在す る．

MSQ ，遮蔽調査 の未解析デ ータ と 1、ss が最 新の コ ン ピ ュ
ータシ ミ ュ レ ーシ ョ ン に よ り統

合的 に 統計処理 され る とき ， 残 留放射線の 人体影響に つ い て ， まだ見ぬ 世界が 開けるか も

しれ な い ．2012 年，40 年の 時を経て ，prom 。te の 選 択が な され る こ とに期 待 したい ．
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